
1 2 レンズの公式をグラフに書きだして、像のでき方を
考察する問題。作図による像の考察とリンクさせて
考えよ
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① 平 行 に 入 射 → 焦 点 を 通 る
② レ ン ズ の 中 心 に 入 射 → 直 進 す る図！品のにとうす
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a>bなので像は元より小さくなり倍率mく、いえる。



(i）系売き｢一での※図からレンズの公式を導い
てみる｡
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( i i ) OSの実1像（(i）と像のサイズがちがうだけ）
a=2fのときの作図より2。
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⇒ bく0となるときはのぞきこんで看規測できる虚像となる、
⇒ lb1>aは元より像が大きくなることを示し倍率m>んにわかる
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続 き「とiv）虚光源

Aく0という状況は組み合わせレンズなどの装置で
おこる。

レンズ1 レンズの作る像
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2を置く
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(aく0）
このようにAく0となる光源を虚光源という

虚光源に関する作図のためには、以下のことを頭に入れて
おく必要がある。（重
光源から光は全方向にでていて、像で1点に集まっている

だの特徴的な光線
⇒！での大學1像の1点に集まる
1 一 _ _ 、 。



1 - 2 (iv）続き
レンズ2①
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る？で全てこの像に

このことをふまと、レンズ2の作図に

必要な
レンズ1を通った光 ① 中 心 を 通 る 光
の中からピックアップ ②平行に入射する光を書く、
した光線

↓レンズ2の作る像を書いてみる。
レンズ2

レンズ2の作る像

iii.､
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図より
bが後方（G)b）かつbく1alであることがわかる。

b < l alなので像は元より小さくなるので倍率m4m（ケ）
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②後方の焦点に向かって入射→平行にでていく
③ レ ン ズ の 中 心 に 入 射 → 直 進 す る
1.でのなでな
がなにで

→特徴的なコースは通らない。
なんとなく書いてしまって、迷いがちになるので気をつけよう。

※④の光がどのようなコースをとるか考える
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「もう真を考察

Bにで：：！
※※
図より
bが前方なのでb〈Om，コ）かつ1b1くa がわかる。

Iblくaなので像が元より小さくなり、倍率m4m（け）

※三角形の相似からレンズの公式を導くと
d -たー！

となることを石傕かめてみよう。


